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平成３０年９⽉１４⽇
林野庁 近畿中国森林管理局

櫻井 知

近畿中国森林管理局における
早⽣樹造林の取組

産学官共催セミナー『国産早⽣樹センダンの使い道』 ◆ ⽬ 次

１．なぜ今「早⽣樹」なのか
〜⽇本の林業・⽊材産業をとりまく状況〜

（1）本格的な利⽤期を迎えた⼈⼯林
（2）林業の低コスト化
(3) 国産広葉樹需要の⾼まり
(4) 早⽣樹への期待

２．センダンとは
（1）特徴
（2）早⽣樹としてのセンダン

３．近畿中国森林管理局における試験植栽の取組
（1）センダン試験植栽の概要
（2）これまでに分かってきたこと

４．今後の取組

１なぜ今「早⽣樹」なのか〜⽇本の林業・⽊材産業をとりまく状況〜
（1）本格的な利⽤期を迎えた⼈⼯林

✔『間伐・保育』の時代から、『主伐・更新』の時代に！
✔ 再⽣可能な森林資源を本格的に循環利⽤していく時代に！

千ha

齢級

 ⾼齢級の森林が増え、資源として本格的に利⽤可能な時期に移⾏。
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■近畿中国森林管理局における⼈⼯林の齢級構成

平成29年度末
46年⽣以上

の⼈⼯林が７割

平成元年度末
平成29年度末

注：1齢級は、1年⽣〜５年⽣。
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■スギ⼈⼯林の造林・育林経費 (平成２６年度森林･林業⽩書より)

経営意欲低下

■⽊材価格の動向 (平成２9年度森林･林業⽩書より)

植栽から50年⽣までの造林・育林経費
231万円/ha

植栽から10年間の経費
156万円/ha

(保育経費の約７割）

50年⽣で主伐した場合スギの販売収⼊
120万円/ha

林業の低コスト化
資本回収の短期化

１(２) 林業の低コスト化

23千円

３千円

対応策

スギの⽴⽊価格
ピーク時の8分の1

×400m3/ha
⽊材販売収⼊＜ 造林経費
投資回収期間が超⻑期
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■広葉樹の輸⼊量の推移

１(３)国産広葉樹需要の⾼まり
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平成12年 平成14年 平成16年 平成18年 平成20年 平成22年 平成24年 平成26年

136万

・輸出国の天然林資源の枯渇、価格の⾼騰
・クリーンウッド法の施⾏（平成29年５⽉）

✔ 代替する原料の確保が重要な課題に
 合法性が確認できる国産広葉樹への期待の⾼まり

外国産丸太
外国産製品・加⼯材

林野庁：森林・林業統計要覧
農林⽔産省：⽊材需給報告書

千m3

36万
21万

平成27年

371万
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１(４) 早⽣樹への期待 ①

林業をとりまく状況

⽊材産業を

とりまく状況

対応策として

「早⽣樹」

「低コスト、短い資本回収期間、⾼単価」
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第３ 森林及び林業に関し、政府が総合的かつ
計画的に講ずべき施策

１ 森林の有する多⾯的機能の発揮に関する
施策

（５）多様で健全な森林への誘導
③ 再⽣利⽤が困難な荒廃農地の森林とし

ての活⽤

農地として再⽣利⽤が困難な荒廃農地
であって、森林として管理・活⽤を図る
ことが適当なものについては、多⾯的機
能を発揮させる観点から、地域森林計画
への編⼊に向けた現況等調査、早⽣樹種
等の実証的な植栽等に取り組む。

21

１(４) 早⽣樹への期待 ②

 再⽣利⽤が困難な荒廃農地の活⽤⼿法として、早⽣樹種の植栽を位置づけ。

全国に約16万ha
（荒廃農地の半数以上）

H27実績値

5

住吉公園に植えられた
センダン

センダン （学名：Melia azedarach L. (Meliaceae) 英語名：Chinaberry）

センダン科センダン属の落葉広葉樹。
（本州(伊⾖半島以⻄)）、四国、中国、九州、沖縄に分布。他国では、

中国、台湾、ヒマラヤに分布。
⽇本には古くに移⼊、在来種として位置づけ。
普通は樹⾼５〜10mだが、⼤きいものは樹⾼20ｍ、直径80cmに達する

ものがある。
緑化⽊として学校や公園によく植えられ、街路樹としても利⽤される。
材は、家具材などに⽤いられる。

２ （１）特 徴
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早⽣樹とし
ての期待

材質の
良さ

⾼単価

通直材
育成可

短伐期

２(２) 早⽣樹としてのセンダン
⽊⽬の美しさ、堅さ
ケヤキの代替
マホガニーに匹敵

⽤材収穫まで
20〜30年

国産センダン丸太取引事例
１５万円／㎥

（林齢３４年⽣、末⼝径約６０cm
⻑さ６ｍ（熊本県⼭⿅市））

芽かきで通直材育成可能
センダン造林地１５年⽣（熊本県） 『センダンの育成⽅法』(熊本県林業研究指導所） 7

近畿中国
森林管理局

３(1)センダン試験植栽の概要

情報の共有

早⽣樹林業の活性化・普及の⼀助

川
上
︵
供
給
︶

川
下
︵
利
⽤
︶

京都府⽴⼤学
森林科学科
京都⼤学

森林科学専攻
早⽣植林材

研究会

連携協定

研究協⼒
②利⽤技術開発

①造林技術開発

③普及啓発

8

試験期間 ： 平成２７年４⽉〜平成４７年４⽉

試 験 地 ：管内11カ所に設定
各試験地にセンダンを１０〜２５本植栽（計195本）

⽣産⽬標 ： 末⼝径３０cm以上、材⻑４ｍの直材
（通直材とするため芽かきを実施）

調査内容 ： (1) 環境条件(気候帯等）の違いによる⽣育状況⽐較

(2) 施肥の有無による⽣育状況⽐較

(3) シカ嗜好性の有無を観察

３(1)センダン試験植栽の概要
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『 気候と施肥等がセンダンの成⻑に与える影響調査 』

傾斜地
では困難

京都府⽴⼤学との共同試験

① ⼩沢国有林
（福井県⼤野市）
標⾼600〜620m 
積雪有・シカ有

② ⼤河内国有林
（福井県南越前町）
標⾼380〜400m
積雪有・シカ有

⑧ 深⼭国有林
（兵庫県宍粟市）
標⾼400〜500m
積雪有・シカ有

⑩ 津川⼭国有林
（岡⼭県津⼭市）

標⾼630m
積雪有・シカ有

⑨ ⻯ノ⼝⼭国有林
（岡⼭県岡⼭市）

標⾼50〜60m
積雪無・シカ無

⑤ 宮城川国有林
（和歌⼭県すさみ町）

標⾼260〜280m
積雪無・シカ有

④ 鍛冶屋⼜国有林
（三重県紀北町）
標⾼200〜230m
積雪無・シカ有

⑥ 三郷⼭国有林
（滋賀県甲賀市）

標⾼265m
積雪有・シカ有

★★

★
★

★
★ ★

★

★

⑪ 三光⼭国有林
（岡⼭県新⾒市）

標⾼600m
積雪有・シカ無

⑦ 箕⾯国有林
（⼤阪府箕⾯市）

標⾼450m
積雪無・シカ有

★

③ ⿊河⼭国有林
（福井県敦賀市）
標⾼140〜160m
積雪有・シカ有

★

⽇本海側
気候

瀬⼾内
式気候

太平洋岸
気候

気象庁：⽇本の気候区分

３(1)センダン試験植栽の概要

10

4



 成⻑は、太平洋岸気候で最良。
 他の２気候でも、成⻑は早い(３成⻑期間で２ｍ以上の平均樹⾼を記録）。
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※枯死した個体は数値に含まない

３(２) これまでに分かってきたこと
環境条件の違いによる⽣育状況（３成⻑期間）①
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 ３成⻑期間で枯死した植栽⽊の割合は、全体で15％（30本）。
 気候帯毎でみると、他の気候帯に⽐べて⽇本海側気候で枯死率が⾼い。

３(２) これまでに分かってきたこと

⽇本海側気候 太平洋岸気候 瀬⼾内式気候

環境条件の違いによる⽣育状況（３成⻑期間）②

平成２９年１０⽉時点

枯死
35％

枯死
0％

枯死
10％

12

0%
3％

18％

35％

67％

0

20

40
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80

100

植栽時 H27.10 H28.10 H29.10 H30.8

②⼤河内国有林

⽇本海側気候
(①②③全体）

①⼩沢国有林

③⿊河⼭国有林

環境条件の違いによる⽣育状況（３成⻑期間）②
３(２) これまでに分かってきたこと

枯死本数の推移

％

 ⽇本海側気候の植栽⽊について、毎年枯死が発⽣。
 特に、この冬の枯死量は最⼤。

植栽⽊のうち枯死した割合の推移
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この冬の被害
３(２) これまでに分かってきたこと
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＜③敦賀＞

過去３年の冬季の気温
環境条件の違いによる⽣育状況（３成⻑期間）②

参照：福井地⽅気象台ＨＰ

 この冬は、植栽して以降で最も寒い冬。
冬を越す毎に衰弱していった？ この冬の寒さが限界を超えていた？
どの程度の低温になると枯死のリスクが⾼まる？
など、今後さらに詳しい解析が必要。
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樹⾼ 根元径 材積

液相率 細⼟率
礫率平均気温

⼟壌硬度

降⽔量
⼟壌硬度
降⽔量 降⽔量

⼟壌硬度

注）①液相率：⽣⼟重量（採取した⼟壌の重量）ー乾⼟重量
②細⼟率：直径2ミリメートル 未満の粒⼦からなる⼟壌。

すなわち、礫(れき)を含まない⼟。砂や粒⼟からなる⼟壌の含有率

 降⽔量が多い、気温が⾼い、⼟壌が軟らかい、透⽔性が⾼い環境が、植栽
に向いている。

環境条件の違いによる⽣育状況（３成⻑期間）③
３(２) これまでに分かってきたこと
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樹⾼・根元径とも、施肥ありで初期成⻑が⼤きくなる傾向があるが、３成⻑
期後には差が縮⼩。
施肥なしでも下刈りの省略が検討できる個体もあり、林地の状況によっては
施肥の省略が可能。
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✓使⽤肥料・・・IB肥料 ＝チッソ（N）：リンサン（P）：カリ（K）：マグネシウム
１０ ： １０ ： １０ ： １

✓施肥実施状況・・・植栽後３年間、年２回に分けて毎年実施
（１年⽬：250g/年、２年⽬：500g/年、３年⽬：1000g/年）

施肥の有無による⽣育状況の⽐較（３成⻑期間）
３(２) これまでに分かってきたこと
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 シカ⽣息地では、単⽊保護ネットなしの植栽⽊の７割にシカ被害が発⽣。
 単⽊保護ネットを設置した場合、シカ被害を２割に低減。

シカの嗜好性あり。
スギ・ヒノキの造林と同様にシカ対策が必要。

【⾷害】

【剥⽪】

３(２) これまでに分かってきたこと
シカの嗜好性の有無（３成⻑期間）

※シカ⽣息地のみの集計

単⽊保護ネットなし 単⽊保護ネットあり

被害有
67％

被害有
24％

17

３(２) これまでに分かってきたこと
被害状況

平成２７年５⽉撮影

切戻し作業後

平成２７年４⽉撮影

切戻し作業

平成２８年４⽉撮影 平成２８年６⽉撮影

ボンド塗布作業 ボンド塗布作業後

確認された被害内容と回復状況（３成⻑期間）①

100 
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⾷害 剥⽪ シカ折損 雪折損 ⾵折損 カミキリ 先端枯死 その他

被害を受けた植栽⽊のうち回復した割合
％

 ⼀時的な被害であれば、適切な処置をすれば、多くの場合で枯死を防ぐこと
が可能。

枯死

回復

※この冬の被害は含まない

18

6



 林地の状況によって 施肥の省略が可能。

３(２) これまでに分かってきたこと
ま と め

 太平洋岸気候で最も旺盛に成⻑。
 他の気候帯でも成⻑は早いが、⽇本海側気候では枯死率が⾼い。
 降⽔量が多い、気温が⾼い、⼟壌が軟らかい、透⽔性が⾼い環境が植栽

に向いている。
 これまでのところ、寒さが最⼤のリスク。

 シカの嗜好性があり、従来樹種と同様に被害対策が必要。
 それ以外の被害も含め、⼀時的な被害であれば、被害後の適切な処置によ
り、ある程度枯死を防ぐことが可能。

＜環境条件＞

＜施肥要否＞

＜シカ嗜好性等＞
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４ 今後の取組

保育経費の検証
産地ごとの

種子特性の解明

荒廃農地の活用

 島根産※、岡⼭産※、兵庫産※、広島産※、熊本産
の苗⽊を各20本、計100本植栽（⾯的な植栽）。
 荒廃農地を想定し、傾斜の緩やかな林地に植栽。
 保育作業の功程・コストを調査。

⑬⑭

 センダンとスギとの混植。
 センダン86本、スギコンテナ苗210本を

植栽（⾯的な植栽）。
 保育作業の功程・コストを調査。

※近畿中国森林管理局森林技術・⽀援センターで種から育苗

⑫

20

新たな施業体系の
提案

★
★

★

★
★

★
★

★

★

★

★

★ ★
★⑭ 俵原⼭国有林

（広島県庄原市）

⑬ 釜⾕国有林
（岡⼭県新⾒市）

⑫マンガ谷
国有林

⑬釜谷
国有林

⑭俵原山
国有林

場 所 ⼭地 苗畑跡地 採草放牧地跡地
気 候 瀬⼾内式気候 瀬⼾内式気候 ⽇本海側気候
⾯ 積 0.12ha 0.10ha 0.20ha

植栽樹種 センダン
スギ センダン センダン

植栽本数 セ86本、ス210本 100本 100本

植栽密度 セ700本/ha
ス1,700本/ha 1,000本/ha 600本/ha

植栽時期 平成30年5⽉ 平成29年6⽉ 平成29年6⽉

４ 今後の取組

⑫ マンガ⾕国有林
（兵庫県宍粟市）

⽇本海側
気候

瀬⼾内
式気候

太平洋岸
気候

気象庁：⽇本の気候区分 21

 『平成30年度近畿中国森林管理局重点取組』の１つとして、引き続き試験
等を実施。

４ 今後の取組
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センダンパーティクルボードの評価 

 

日本ノボパン工業株式会社 

服部和生 

永大産業株式会社 

西垣隆幸 
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